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令和５年１２月甲良町議会定例会 

一    般    質    問 

順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 
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８ 番 

丸山 恵二 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 番 

阪東佐智男 

 

 

 

 

 

 

１、不登校生徒への対応について 

 本町ではフリースクールはあるのか。また、不登校生

徒に対して、子育て支援センターでは、どのような事業

と支援を行っているのか。 

 

２、防火水槽の管理と点検について  

 火災の際、消火に用いる消防水利として防火水槽が重

要だが、その管理と点検はどこが行っているのか。 

 

３、町の消防自動車の購入と防災センター建設について 

 ① 町の消防自動車が老朽化していると聞いている。

消防団員から、買い替えについて要望があるが、そ

の考えは。 

② 防災センターの建設について、どう考えているの

か。 

 

 

 

１、町施設修繕について 

町の施設（保健福祉センター）の会議室等を利用した

が、壁紙及び水しみが見受けられる。多くの町民や他の

市町の方が利用するので、いつまでもその状態でははず

かしいため、修繕計画を立てるべきではないか。 

 

２、児童通学路の安全対策について 

① 児童通学路についての不安全箇所は、町として確

認していると思うが、交差点や道路幅員等の不安全

箇所は、どの程度掌握しているか。 

② 防犯ベルタッチくんの非常時の作動件数は、年間

何件ぐらいか。 

 ・東西小学校児童の実地訓練は。 

  ・設置している通学路以外を通る児童について、設

置位置の確認徹底を。 

③ 防犯ベルタッチくんの直近の点検は。 
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３、人口の減少と最近の湖東定住自立圏の状況について 

新たな湖東定住自立圏は、地方から大都市圏への人口

流出を抑制するため、総務省が推進する施策であり、平

成２０年に「定住自立圏構想推進要綱」を公表し「中心

市」が、生活・経済面で関わりの深い「周辺市町村」と

協定を締結し、定住自立圏を形成。中心市が策定する定

住自立圏共生ビジョンに沿って、地域全体で、医療・福

祉・教育など生活機能の強化、交通・ＩＣＴ（情報）イ

ンフラの整備や地域内外の住民の交流、人材育成など人

口定住に必要な生活機能の確保に取り組む内容である

が、最近の状況はどうか。 

 

４、防犯・安全対策について 

① 年末年始にあたって老人を狙う詐欺事件や窃盗に

ついて、町としての防犯対策や啓発活動の準備は万

全か。 

② 一人暮らしの方への不審な金融商品の勧誘等を未

然防止するため、連絡・相談等を気楽にできる電話

窓口の設置を。 

③ 町の独居老人世帯の把握は。 

④ 冬場の到来に伴い、老人世帯の安全確認等、区や

民生委員、老人会との連携は。 

⑤ 尼子駅から尼子のコンビニまでの街路灯が樹木に

遮られ、冬場は非常に暗く感じる。将来に向けて検

討を。 

 

５、人口減少と今後の財源手当て 

急激な人口減少が加速するにつれて、自主財源がます

ます減少する。企業の誘致も進まない中で、過疎指定の

財源頼りだけでは、いずれ破綻に近づくことは言うまで

もない。少しでもこの町に根をおろしてもらうために、

最大の要因と課題をどのように認識され対策をうつの

か。（第４次総合計画分析より） 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 
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１、ＮＦＴの技術を活用した地域活性化について 

① ＮＦＴとはどのようなものか。 

② ＮＦＴを活用して、関係人口の創出を図る仕組み

を作るために、何か企画していることはあるか。 

③ ふるさと納税の返礼品にＮＦＴアートを活用して

みてはどうか。 

 

２、除雪対策について 

 ① 過去５年間の犬上郡３町における除雪費用は。 

② 除雪管理については、どのように把握しているか。

また苦情に対する対応は。 

 

３、精神疾患の増加による厚労省の取り組みについて 

 ① 本町における精神疾患に関する取り組みは。 

② 厚労省が２０２１年度から取り組みを始めている

「心のサポーター」養成事業とは、どのようなもの

か。 

③ 本町でも「心のサポーター」養成事業を取り組ん

でみてはと思うが、検討の余地はあるか。 

 

４、若者議会について 

① 注目される「若者議会」とは、どのようなものか。 

② 本町における中学生議会において、今年はかなり

現実的な質問が多数あり、レベルアップが感じられ

るが、若者の声を取り上げた取り組みを、本町でも

検討してみてはどうか。 

③ 「若者議会」の取り組みを本町でも検討してみて

はどうか。 

 

５、急増する不登校問題について 

 ① 本町における小学校・中学校の不登校の現状と課

題は。 

② 本町における不登校の子に対する対応は、どのよ

うなものがあるか。 

③ 文科省が今年３月末に発表した「誰一人取り残さ

ない学びの保障に向けた不登校対策」（ＣＯＣＯＬＯ

プラン）とは、どのようなものか。 
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１０ 番 

西澤 伸明 

 

④ ＣＯＣＯＬＯプランの取り組みは、本町でもすで

に取り組んでいるかどうか。今後計画があるか。 

⑤ 文科省がもう一つ推し進める不登校特例校とは、

どのようなものか。滋賀県内にこの不登校特例校はあ

るか。本町での検討はあるか。 

⑥ 子どもを守る専門家として、スクールカウンセラ

ーやスクールソーシャルワーカーの配置が、全国で進

んでいるが、本町の現状と各何名がどこに配置されて

いるか。 

⑦ スクールカウンセラーの役割とスクールソーシャ

ルワーカーの役割の違いは。 

⑧ 最近フリースクールの話題が滋賀県内の各市町の

首長会議で持ち上げられたが、本町としての対応やフ

リースクールに対する補助は検討しているか。 

⑨ 小学生になってからの不登校問題が大きく取り上

げられているが、幼少期に育った環境や教育の質で、

今後の人生が左右されると言っても過言でない。だか

らこそ、幼少期における教育や様々な体験をすること

が大切だと思うが、本町における未就学児の教育やサ

ポートの充実は検討しているか。 

 

 

 

１、町民の福祉と暮らし・子育て・小零細業者の経営支

援重視を 

 ① 「甲良町議会議員一同」として 10月 27日付けで

提出した令和 6年度予算要求書に記載した施策の実

行を誠実に受け止め予算編成に反映されたいが。 

② その内、特に私が強調したいのは、 

⑴ 住宅リフォーム補助制度の復活である。以前か

ら提起しているように外構工事（フェンス、門扉

設置工事など）を補助対象工事の中に加えること

が重要。  

⑵ 子ども（15歳以下）のインフルエンザ予防接種

補助を来年度予算よりも早く創設し、今期の流行

に備えるべきでは。 

⑶ 町内循環バス（ワゴン車）運行の調査費を計上

すること。 

17項目と共に、ぜひ実現を求めたいが。 
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③ もう一つ、７番目の零細建設業者支援では、業者

が所有する機械・設備の償却資産税、リース代、借

入金利息、家賃（倉庫使用料など）など固定経費の

減免措置も有効な方法だと考えるが。 

 

２、ごみ減量計画策定の確実な進行を 

 ① 議会議決された「抜本的減量計画策定を求める決

議」の履行状況は。 

② 「ごみ半減」の計画は先ず、生ごみの分別から始

めることが有効では。 

③ 生ごみは「自家処理」を基本に、行政が促進の道

筋をつけ援助・支援する体制づくりが必要で、豊郷

町の取り組みに学ぶことが重要だと考えるが。 

④ ゴミの抜本的減量を取り組む上でも、財政負担軽

減の観点からも「ごみ処理広域化」や「大型処理化」

からの離脱は重要な視点ではないか。 

 

３、幹部職員の役割も大変重要 

 ① ある町民から、次のようなご意見をいただいた。

「町に対する評価の中で町長も重要やけど、職員さ

ん、とりわけ課長・課長補佐など役場の中で指導的・

リーダーとして仕事をしてもらいたい」と。そして

続けて「町長さんにええことはドシドシ提案し、間

違ったときにはアカンとはっきり言ってほしいし、

今でも言っているのか、とても疑問や」。 

このような趣旨であった。幹部職員を代表して総務

課長の見解を求めたい。 

② 同時に関連して、その方の要望は「どのような甲

良町にしていきたいのか、どんなところを改めたい

のか、課長さん、課長補佐さんに書いてもらい、公

表してほしい」という内容でした。見解を求めたい。 

 

４、交差点改良工事について 

 ① 工事の進捗状況と完成見通しはどうか。 

② 交差点の安全上の問題も無視できない工事中断が

これほどまでに長期になっている原因は何か明らか

にする責任があるのでは。 

③ 拡幅工事の対象域の立ち退き補償の合意にも至ら

ない内に、見切り発車して着工した原因は何だった

のか、町としても明らかにすべきでは。 
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④ 「見切り着工」の原因として役場西側倉庫の解体

工事を優先し、交差点北側の工事を先行した疑惑が

ささやかれているが、西側倉庫解体工事の落札額の

疑問とも重なってその疑惑を指摘する声が尾を引い

ていて払拭されていないが、見解は。我が町の中心

でありメイン道路の不自然な状況が続いている事態

を「住民合意を基に」早期に解決しなければならな

い。 
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